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1.緒論 

近年，重車両の増加による路面損傷の進行や経年

劣化に伴い，住民による舗装道路の路面改善に対す

る要望が増えている．また，公共事業費の削減や組

織統合現場の遠隔化による要管理施設の増加により，

道路施設の効率的な維持管理の必要性が高まってい

る． 

山口県では，MCI という舗装路面評価指標を用い

た路面性状計測車により舗装の健全性の評価を行っ

てきた．しかし，路面性状計測車は定量的な値を取

得できるが，計測値の物理的意味が明確でなく，使

用するためのコストが高くなる傾向がある． 

そこで，本研究グループは合理的な維持管理を行

うための実用的なシステムとして，舗装路面簡易評

価システム（以下，本システムと表記する）を開発

してきた．図 1 に本システムの概要を示す．図 1 の

ように車両に測定機材を車載し，走行することで走

行映像を含む様々なデータを取得し，本システムを

用いることで，簡易的に舗装路面状況を評価できる．

本研究は，本システムに必要と考える機能の 1 つと

して，判定結果に基づく要補修箇所を走行映像から

自動的に抽出する手法を検討し，システム化した． 

 

2.舗装路面簡易評価システムの概要 

本システムで使用するデータを取得するためにモ

ーションセンサ，ハイビジョンビデオカメラ，GPS

アンテナ等を用いて図2のように測定機材を設置し，

舗装路面道路を時速約 50km で走行することでモー

ションセンサによる 3 次元加速度データ，ハイビジ

ョンビデオカメラによる走行映像等を取得する． 

図 3 に本システムのメインメニューを示す．本シ

ステムに路線名称，判定条件，補正条件，判定項目

を入力することで様々なデータや判定結果を出力す

ることができる．出力された判定結果は，○(良好)，

△(要注意)，×(要補修)で表示される．図 4 に判定

結果の出力例を示す．ここで，×の区間（以下，要

補修箇所）の映像を再生したい場合，現状ではその

区間を自動的に検出できない．そのため，要補修箇

所の映像を自動で抽出できる機能が必要である． 

 

3.映像抽出自動化プログラムの開発 

本研究では映像ファイル(拡張子は.m2ts)を指定の

開始位置から指定時間の映像を抽出する必要がある．

それを実現するために，「FFmpeg」1)というコマン

ドラインアプリケーションを用いる．例えば，映像

ファイル(sample.m2ts)の開始位置 20 秒のところから
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図 1 本システムの概要 
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図 2測定機材の配置例 

 
 

 
 



10 秒間の映像を抽出する．さらに，出力フォルダは

C:\ffmpeg\，出力ファイル名は outputname，拡張子

は.m2ts とする．その場合，コマンドラインで次の

ように入力する 2)． 

 

ffmpeg –i sample.m2ts –ss 00:00:20 –t 10 C:¥ffmpeg¥outputname.m2ts 

 

本システムでは字幕ファイルによる判定結果の出

力が可能である．そのため，字幕ファイルは重要で

あり，前述の映像の切り出しとともに字幕ファイル

の抽出も自動的に行っている．次に映像抽出自動化

プログラム 3),4)のフロー図を図 5に示す．図 5の内容

を以下に示す．なお，①から⑬は図中の番号を示す． 

①抽出する映像の保存先を決め，パスを入力する． 

②「Counter」という数を数えるための変数を置き，

値を初期化する． 

③For…Next ステートメントを使用してデータ配列

（判定結果のところ）の最後までループさせる． 

ここでの「idx」という変数は，映像開始位置を決

めるために使用する． 

④データの有無確認を行い，データが無い場合はそ

こでループが終了し，データが有る場合は⑤に進

む． 

⑤本システムにおける判定結果の要補修箇所かどう

かで分岐させる．要補修の場合は⑥に進む．そう

でない場合は⑨に進む． 

⑥Counter が 0 かどうかを確認し，0 でない場合はそ 

のまま，0 の場合はその箇所を映像開始位置とする．

そして，その位置をファイル名とし，idx がファイ

ル名となる． 

⑦Counter に+1 をする． 

⑧idx = max の場合は startpoint から-2 をして，⑩から

⑫の作業を行い，一連のプログラムが終了．Max

でない場合は③に戻る．startpoint は撮影された要

補修箇所の最初の 1 秒目を表す． 

⑨Counter が 0 より小さい場合は③に戻る．0 より大

きい場合は startpoint の値を確認する．startpoint の

値が2より小さい場合はそのまま⑩に進む．一方，

大きい場合は startpoint から-2 をする．これは

startpoint から動画再生すると，要補修箇所の１秒

目の映像を見ることができないため，2 秒戻すこと

で要補修箇所全体を映像として見ることができる．

ここでは，車の走行速度を 60km/h と仮定すると 1

秒間に約 16.6m 進むことから余裕を持たせて 2 秒

前からの再生とした． 

⑩Counter が 8 より小さいかどうかを確認し，小さい

場合はCounterを8にする．大きい場合はそのまま． 

⑪Counter に+2 をする．こうすることで，全ての抽

出映像が 10 秒以上の長さとなる． 

⑫3.3.2 で述べた FFmpeg のオプションを使用して映

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 舗装路面簡易評価システムのメインメニュー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 判定結果の例 



像を抽出し，指定した保存先に保存する． 

⑬Counter を初期化し，③に戻る． 

 

4.実測データによるプログラムの検証 

自動抽出した結果としては，保存用フォルダに抽

出映像とその字幕データが出力される．抽出映像フ

ァイル名は映像開始からの時間を表し，字幕データ

のファイル名と同様とした． 

また，本システムでは Excel ファイルに判定結果の

一覧が出力される．その判定結果の要補修箇所と抽

出映像をリンクさせる．そうすることで，判定結果

の要補修箇所の映像を容易に再生することができる． 

例えば，判定結果の例として，図 4のような場合，

4 つの抽出映像ができ，×をクリックすることで要補

修箇所の抽出映像を見ることができる．ただし，判

定結果の要補修箇所の映像再生時間の長さは路線に

より異なる．映像再生時間には 4 つの Case がある． 

以下に，4 つの Case を示し，図 6から図 9に Case1

から Case4 を示す． 

Case1：（×が単独の場合） 

×をクリックすると×の2秒前から10秒間の

映像を見ることが可能． 

Case2：（連続した×が 8 個以下の場合） 

その区間のどこをクリックしても最初の×の

2 秒前から 10 秒間の映像を見ることが可能． 

Case3：（連続した×が 9 個以上の場合） 

その区間のどこをクリックしても最初の×

の 2 秒前から×の最後までの映像を見ること

が可能． 

 

Case4：データ配列の最初や最後付近では 10 秒以下

の映像ができる可能性有り． 
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図 5映像抽出自動化プログラムのフロー図 

 

 



上記 4 つのケースについて正しく出力できている

ことがわかった。 

 

5.結論 

本研究は，舗装路面簡易評価システムによって出

力された判定結果の要補修箇所の映像を自動で抽出

し，抽出した映像と要補修箇所をリンクさせ，効率

的に映像を見ることができるプログラムの開発を行

った． 

以下に本研究で得られた成果をまとめる． 

1)要補修箇所の映像が抽出可能となり，判定結果と

リンクが可能となった． 

2)抽出した映像の再生時間を調整し，再生時間が短

くなりすぎないように最低10秒の映像となるように

プログラムを作成した．なお，映像データの最初や

最後付近に要補修箇所があると10秒以下の映像がで

きることがある．これにより，要補修箇所の抽出し

た映像を効率的に見ることが可能となった． 

以下に本研究で残された課題を示す． 

1)映像抽出を行うと抽出映像の解像度が若干低下す

るため，オプション等で改善が必要となる． 

2)オプションを増やせばその分結果が出力されるま

で時間を要する欠点があるため，今後検討する必要

がある． 
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図 6 映像抽出 Case1の場合の再生時間 

 

連続した×が9個以上の場合,
この区間のどこをクリックして
も最初の×の2秒前から×の

最後までの映像を見ることが
可能.
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図 8 映像抽出 Case3の場合の再生時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連続した×が8個以下の場合,
この区間のどこをクリックしても
最初の×の2秒前から10秒間
の映像を見ることが可能.

再生時間

case2

 

図 7 映像抽出 Case2の場合の再生時間 

 

再生時間
case4

データ配列の最初や最後付近
では10秒以下の映像ができる
可能性有り.

 
図 9 映像抽出 Case4の場合の再生時間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


